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第１章 本プロジェクト研究のねらいと本報告書の概要 
 
清水 洋行 
SHIMIZU Hiroyuki 
 
１ 本プロジェクト研究のねらい 
 
本報告書は「ローカルのサード・セクターにおける学生の参加・就労に関する調査研究」
をテーマとして 2016 年度に取り組んできたプロジェクト研究の成果である。ここでは「サ
ード・セクター」という言葉を、非政府・非営利の領域にある活動・団体群、すなわち、
政府・自治体といった行政でもなく企業でもない、社会的活動やそれを実施している団体
の集合という広い意味でとらえている。 
 サード・セクターの内実は多様であるが、本研究は、主に、日本社会において 1970 年
代後半頃から叢生されてきた市民活動の展開をふまえるものである。これらの市民活動に
は、それらが掲げた理念を体現化する過程で蓄積された、専門的（領域特定的）な知識・
技能、人間関係や社会・地域からの信用といった社会関係資本、社会や地域で活動を行な
うことについての周囲からの正当性、および自治体等からの委託・補助等といった公費の
獲得や介護保険事業の実施などを通じた事業化（商業化）の過程で蓄積された経済的資本
（資産ほか）を有するものも少なくない。しかし一方でそれらの市民活動において、活動
の継続につれて担い手（ボランティアほか）が高齢化したり、後継者候補がいなかったり
するなどして、活動の存続が懸念される状況が生じている。この事態は、個々の市民活動
団体の存続可能性に関わる課題であると同時に、社会的にみると、日本社会のなかで展開
してきたサード・セクターのあり方に関わる問題でもある点で重要である。 
 本プロジェクト研究は、このような状況の中で、市民活動の日々の活動に学生がボラン
ティア等の担い手として参加したり、在学中のアルバイトや卒業後における就職などのか
たちで就労したりするうえでの課題を整理し、その課題に対する取り組みのあり方を考察
することである。ただし、本年度のプロジェクト研究では就労に関して十分に扱えず、本
報告書はボランティア等の参加に焦点をおくものとなっている。 
 
 
２ 本プロジェクト研究の経緯 
 
 本報告書は、千葉大学「地〈知〉の拠点事業」（千葉大学 COC 事業）の一環である平成
28 年度地域志向教育研究経費による「生活支援サービス」の創出に向けた市民活動・社会
起業と学生とのコーディネートの仕組みづくりに向けた調査研究事業」と密接に関わりな
2 
がら進められてきた（代表者申請者：清水洋行、共同申請者：米村千代、出口泰靖（以上、
文学部教員）、福田友子、佐々木綾子（以上、国際教養学部教員））。 
本プロジェクト研究の一つの軸は、平成 27 年度の地域志向教育研究経費によって、2016
年 3 月に実施した質問紙調査「千葉市の NPO における学生の参加状況に関する調査」（以
下、「学生の参加状況調査」の考察である。本プロジェクト研究では「学生の参加状況調査」
の集計とその考察を進め、まず、2016 年 9 月に、伊藤雅一・七星純子・清水洋行共著に
よる小冊子『2015 年度 千葉市のＮＰＯにおける学生の参加状況に関する調査 単純集計
版』（千葉大学文学部 清水洋行研究室発行）をまとめて、回答にご協力いただいた団体ほ
かに送付した。この小冊子の内容は、一部加筆・修正して本報告書の第 2 章として収録し
た。 
この小冊子は、回答団体全体に関する数値を集計（単純集計）・整理したものであるが、
本プロジェクト研究では、さらに回答団体を活動分野や、学生募集への取り組み経験の有
無などの視点から区別して、それぞれの傾向の違いを整理（クロス集計）・考察した（本報
告書の第 3 章、第 4 章を参照）。なお、「学生の参加状況調査」の集計結果とその考察を、
調査に協力いただいた団体をはじめ社会に還元するため、平成 28 年度地域志向教育研究
経費による公開シンポジウム「市民の活動と学生をつなぐ～〈学び〉を手がかりに中間支
援を考える～」を 2017 年 2 月 21 日開催）にて報告した。 
 
 
３ 本報告書の背景 
 
ここで、本報告書の問題意識や考察とも関連する、上述の公開シンポジウムの概略に触
れておきたい。この公開シンポジウムでは、特に市民活動への学生の参加を促進するため
のコーディネートの仕組みと、それを促進する中間支援について考えることを目的とした。
ここでは「コーディネート」について、活動参加希望者と募集団体とのマッチングのみを
とらえるのでなく、活動に向けての学生の動機づけや学生への基礎的な知識の提供を行う
大学等の授業および講習会・研修会（生涯学習、社会教育など）、活動団体におけるコーデ
ィネート（ボランティア・マネジメントほか）、個々の活動における既存の役割分担の見直
しなどを含めて幅広く捉えることとした。 
公開シンポジウムでは、「学生の参加状況調査」の考察の報告のほか、以下の団体・個
人に報告を依頼し、これらの報告をふまえてパネルディスカッションを行い、フロアとの
間の質疑応答を含めて意見交換を行った。 
①千葉大学には、学生のボランティア参加等に関する中間支援機能を担うセンターとし
て「千葉大学ボランティア活動支援センター」が開設されており、そこを拠点に活動して
いる千葉大学公認学生支援団体「ふれあいの環」がある。今回はそこで活動する学生スタ
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ッフに、学生自身によるボランティア活動支援の紹介、および学生自身からみた市民活動
等への参加経験の実際、活動参加にあたっての課題等の報告を依頼した。 
公開シンポジウムのおけるふれあいの環の学生スタッフによる報告と後述する下永田
修二教員による報告とにもとづいて、千葉大学ボランティア活動支援センターの概略につ
いて補足する。当センターは、まず 2009 年に「ふれあいの環」学生総合支援センターと
して創設され、2011 年 3 月に現行のセンターとなる。センターでの活動は、学生が学生を
支援する 5 つの活動が軸となっている。学生のボランティア活動を支援する「ボランティ
ア活動支援 学生スタッフ」の他に、学部や学科を越えたつながりづくりを支援する「学
生コミュニティ支援団体ピア」、「千葉大学ノートテーク会」、学生のキャリア形成を支援す
る「Career Port」、留学生の活動支援や留学生との交流を促進する「ＣＩＳＧ（千葉大学
国際学生会）」である。 
現センターが設置された 2011 年 3 月は、周知の通り、東日本大震災が起きた年でもあ
り、千葉大学でも多くの学生が被災地支援活動に参加してきた。しかし一方で、その他の
地域や市民活動に関するマッチングについては掲示物や SNS などによる広報が中心とな
っており、地域や市民活動と学生とのマッチングを含むコーディネートのあり方は、それ
をどのような組織が担うのかという点も含めて、今後の課題の一つといえる。 
②ソーシャルラーンニングに関して、学部を横断した教員によるワーキンググループで
は、ソーシャルラーンニングを「座学で得た知識を現場で活かし、そこから具体的に実践
的な学びを得て社会に貢献すると同時に、実践で得た学びを再び自分の専門分野での学習
やキャリアに活かしていくことを意図した学習法」としてとらえている。それを推進する
新授業として 2017 年 4 月に「キャンパスライフとソーシャルラーンニング」が新規に開
設されることから、この新規授業の意義と概要等について、当ワーキンググループの副代
表である千葉大学教育学部の下永田修二教員に報告を依頼した。 
当日の報告で「ソーシャルラーンニング」に関わる授業の一つとして紹介された「グロ
ーバルボランティア」の実践の紹介とその考察が第 5 章「大学におけるボランティア体験
学習のもつ可能性」（千葉大学国際教養学部 佐々木綾子教員）で展開されている。当授業
は、千葉大学の「普遍教育」（特定の学部の学生ではなく全学部の学生を対象とする教養教
育）に位置づけられているものである。そこでは、「事前学習」と「事後学習」を通して、
自らの活動参加の意味などについて考えることを通じて、ここでの活動参加が、専門教育
における人材育成とは異なるかたちで学生の学びの広がりや成長につながることが論じら
れており、大学での学びと市民活動との多様なあり方の一つが示されている。 
③千葉市内には、ボランティアに関わる中間支援を担うセンターとして、千葉市生涯学
習センター、千葉市ボランティアセンター、千葉市民活動センター、千葉市国際交流セン
ターなどがある。なお、千葉市のホームページ内の、「ちばぼら（千葉市ボランティア情報）」
のページ（https://www.city.chiba.jp/shimin/shimin/jichi/volunteer-top.html）では、これ
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ら 4 つのセンターと、上述した千葉大学のボランティア活動支援センターおよび淑徳大学
の地域支援ボランティアセンターがリンク先として掲載されている。なお、市内には、こ
れらのセンターのほかにも、ボランティアや市民活動に関わる中間支援組織や、活動団体
や大学内にボランティアに関わる中間支援を行うための部門をもつものがある。今回は、
それらのなかから、千葉市生涯学習センター、千葉市ボランティアセンターに依頼し、活
動団体からのニーズ、活動希望者からのニーズ、学生への期待、学生が参加する上での課
題などについて報告していただいた。 
千葉市生涯学習センターは、千葉市が設置している施設（一か所）であるが、その管理・
運営については指定管理者制度が採用され、現在、公益財団法人千葉市教育振興財団が管
理者となっている。2015 年 9 月に、当センター内に「ちば生涯学習ボランティアセンタ
ー」が開設された。そこには「生涯学習ボランティア」の登録制度があるが、それはボラ
ンティアに紹介される活動先が施設である点に特徴がある。例えば、学校関係（小学校の
授業、放課後子ども教室、子どもルーム（学童保育）、幼稚園、保育所、大学の公開講座ほ
か）、地域団体（町内会・自治会、子ども会、老人クラブ、ＰＴＡほか）、公共施設（公民
館、コミュニティセンター、高齢者施設ほか）である（千葉市生涯学習センター『ちば生
涯学習ボランティアセンター登録者名簿』2016 年 3 月）。生涯学習ボランティアの登録に
は、個人によるものと団体によるものとがある。 
社会福祉法人 千葉市社会福祉協議会が運営する千葉市ボランティアセンターは、全市
のものが 1 か所（千葉市ハーモニープラザ内）と、各行政区の保健福祉センター内に区の
ボランティアセンタ （ー全６か所）がある。ボランティア登録者数は、合計約 9,500 人で、
そのうち個人が約 3,800 人、グループに所属する個人が約 5,700 人（191 グループ）であ
る。個別面談をして、ボランティアをしたい人と必要とする人とのマッチングを行ってい
る。また、当日の報告では、千葉市中央区松ヶ丘地区における、地域拠点の開設を含む、
淑徳大学看護栄養学部内の研究室と松ヶ丘地区（連合町内会）との連携の事例も取り上げ
ら れ た （ 千 葉 市 の ホ ー ム ペ ー ジ で も 取 り 組 み 一 部 が 紹 介 さ れ て い る 。
https://www.city.chiba.jp/chuo/chiikishinko/chuokuchodaiary240730.html）。これは、上
記②の「ソーシャルラーンニング」が、教養教育における学生と市民活動とのコーディネ
ートをねらいとするのに対して、当事例は専門教育に基づくコーディネートの展開例とい
える。 
フロアには、活動団体、中間支援組織、ソーシャルラーンニングに関わる教員、市民な
どの参加があり、公開シンポジウム後の交流会（情報交換会）でも、シンポジウムの場で
は発表や質問をしなかった参加者らの声を聞くことができた。第 3章、第 4 章の考察には、
これら公開シンポジウムでの各報告、パネルディスカッションでの意見、交流会での声な
どを通じて得られた知見もふまえられている。  
